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第 2 3 2 1 回例会記録　1 0 月 9 日（木）

副会長挨拶・報告
　本日は、前北海道知事堀達也様
をお招きしてこの様な例会がで
き、大変感謝を申し上げます。折
角の機会ということで、近隣のク
ラブの皆さんにご案内差し上げま

したところ、この様に多数お越し頂きまして
ありがとうございました。ご承知の様に、バ
ブルの崩壊により地方経済は大きな打撃を受
けまして、そんな困難な時代に北海道経済の
舵取りとして、前知事は大変なご苦労があっ
たと思われます。退任されてからまだ６か月
という中で、非常にお忙しいことと思います
が、私共の例会にお出で頂きまして誠にあり
がとうございます。本日のテーマは「北海道
知事という仕事」ということでご講演をして
頂きます。短い時間で恐縮ですが、宜しくお
願い申し上げます。

幹事報告
１．赤平ＲＣ、深川ＲＣより、会報が届いて
　おります。
２．今月31日（金）に指名委員会を開催致し
　ます。
３．ガバナー月信10月号を、購読者の各ロッ
　カーに入れております。
４．今後の例会の案内です。来週の例会は通
　常通り開催。10月 23日の例会は休会。10
　月25日は早朝例会、６時45分からホテル
　スエヒロのスカイラウンジで開催します。
　例会終了後、地区大会へ向かう予定となっ
　ております。

ゲ ス ト 卓 話
☆ ロータリー情報委員会担当 ☆
委員長挨拶及び講師紹介
田中幹雄委員長

　今日のテーマでもあります「北
海道知事という仕事」という本
が、発刊されております。定価
1,680円ですので、お買い上げ頂
ければなと思っております。激動

の２期８年道政に携わっておられましたが、
退任されてから６か月、苦労話だとか面白い
話愉快な話とかをして頂きたいということ
で、笹木副委員長が堀さんのところへ行って
お願いしましたところ、快くお引き受けして

頂きまして本当に厚くお礼申し上げます。今
現在、スェック北海道という団体の代表をさ
れております。それでは、宜しくお願い致し
ます。

「北海道知事という仕事」
前北海道知事　堀　達也様
　ただ今ご紹介頂きましたが、４
月まで北海道知事を務めさせて
頂きました堀でございます。知事
在任中は、皆様方には暖かいご支
援そしてご協力を頂きまして、厚

くお礼申し上げます。知事を退任致しまして
半年になるわけですが、知事８年それから又
道職員としても37年程務めさせて頂きまし
たので、合計45年間道政に携わってきたとい
うことになるかと思います。そのうちの26年
間は、今日もお出で頂いておりますが、籔内
さん笹木さん方と関わりの深い林業の仕事を
して参りました。私自身は、むしろ林業の専
門家と自負しておりましたし、知事時代も、
今は水産林務部と言うんですが、当時の林務
部の中では北海道の山を一番良く知ってるの
は俺だろうと威張っておりました。そんなこ
とで、森林の仕事が自分のライフワークかな
と思っていたのですが、世の中というのは分
からないもので、どこでどう間違えたのか、
二度程間違えたかなと思っております。一度
目は昭和60年、横路道政の時に秘書課長に
なったのが最初のつまづきと言いましょう
か、私の人生を変えた大きなきっかけであり
ます。それから二度目は勿論、知事に出馬す
る時であります。思い返しますと、決して私
はトップになる資格というかそういう資質は
持っていない、むしろ世の中で言われていま
したけれども、寝業の堀ですとか根回しの方
を得意としておりましたので、どちらかと言
うと参謀的な仕事の方が向いているのではな
いかなと、自分なりに思っておりました。う
ちの妻なんかは「あなたは知事なんかやるべ
きではなかった。参謀役というかそういう役
に徹した方が私も楽だったし、あなたもいい
人生を送れたんではないかな。」ということ
を良く言いますが、ただ知事という職に着い
た以上は、これは道民のために北海道のため
に全力を尽くしていかなくてはならないと考
え、２期８年間色々な事がございましたけれ
ども、何とか務めさせて頂きました。３期目
も色々支援してくれる人がいらして、一時は
３期目もという時期もあったのですが、やは
り新しい人にこれからの道政の舵取りをして
頂いた方が、北海道のこれからのためになる
のではないかなということで、２期で終わる
ことになりました。マスコミには色々なこと



を書かれまして、何か中途半端な三選出馬の
話になったのですが、本音を言いますともっ
とカッコ良く２期８年で終えた方が良かった
し、内々はそういう気持ちでいたわけです
が、色々な経緯がございました。知事を退任
した後は、多くの皆さんに大変お世話になっ
たということで、それぞれの地域に感謝の意
を伝えるために歩いているわけですが、広い
北海道でありますから中々皆さんの所へお伺
いすることができないということでありまし
て、今日はこの様な機会を作って頂きました
ので、喜んで滝川へ参りました。
　知事在任中、この広い北海道を車で移動し
た距離は約166,000㎞。地球一周が40,000㎞
位ですから、大体４周した計算になります。
知的な仕事というよりは、体力勝負かなとい
う思いをこの８年間で強く致しました。又あ
る意味では厳しいキツイ仕事というふうにも
思いますし、面積の広いだけに課題が大変多
かったという気もします。私は調整が得意と
言われておりましたが、そういう調整を要す
る仕事が大変多かったということでありま
す。例えば、ある空港の2,000ｍあった滑走
路を2,500ｍとか3,000ｍにしたいという話
が出てきたら、必ず他の何箇所からも声が上
がって来ます。ところがこういう仕事という
のは全部一ぺんに予算が付くわけではありま
せんから、その中で一番先にやるのはどこか
という判断をしなきゃならない。言ってみれ
ば政治判断になるわけですが、この辺を旨く
調整しないと中央省庁からも、地元意見が一
致していないものには予算を付けられないと
いう厳しいお叱りをうけるので、政治的な調
整を事前にしっかりしておくということも、
知事としては大変大事な仕事の一つになりま
す。それと、中央へ行って大変だなと思うこ
とがあります。今高橋知事が、北海道新幹線
の建設要望で上京していると聞いております
が、北海道新幹線と言うのは、叫ぶのは私一
人でありまして、ところが一方で九州新幹線
はといいますと、九州は７県でありますから
７人の知事さんがおりまして、中央省庁の人
はいかにも九州は熱心で北海道は熱意がない
ととらえるわけです。これだけやってもまだ
九州の熱意にかなわないのは、考えてみたら
７対１ということでありますから、何とか北
海道が一丸となって政治力を結集して北海道
新幹線を実現しなきゃならんと思うわけであ
ります。北海道新幹線は、北回りで倶知安か
ら小樽経由で札幌まで来るルートであります
が、新幹線という声が出た頃は、南回りにす
るか北回りにするかという色々な議論があり
した。南回りにすると噴火湾を回って札幌に
入ってくる、北回りにすると小樽を回って札
幌に入ってくる。これが北海道新幹線のある

時期まで遅れた理由の一つになるわけであり
ます。地元意見が南回り北回りということで
分かれていて、地元意見をしっかり調整しな
いと、中々中央省庁は受け入れてくれないと
いうところがあります。現状はどうなってい
るかというと、北回りでルートが決まりまし
て勿論駅も決まっております。一応形の上で
は、札幌までのルートは決まっていまという
ことになります。私は当時副知事をしていた
のですが、このルートを決める時にですね、
駅を今の函館駅に作るのか或いは函館は通過
駅とするのかという問題があって、函館の港
の方まで線路を引き込むというのは時間的に
も経費的にもムダが多いわけです。そうする
と、今決まっているのは渡島大野の駅の近く
なんですけれども、この辺に駅を作ろうとす
ると函館市内の皆さんは、それはけしから
ん、何で函館を通らないんだという話になり
ます。で、そういう議論をしている間は北海
道新幹線のルートも決まらないし、駅も決ま
らないということになりますから仕事が前に
進みません。その辺の調整をしなきゃならん
ということになります。これも難しかったの
ですが、今の渡島大野の所に函館駅という駅
を作ることで新幹線のルートも決着したわけ
ですが、そういう色々なことが知事という仕
事の中にはあるということを、一つご理解頂
きたいと思います。北海道新幹線について
は、私は是非函館まで取りあえず持って来る
ということが大事ではないかと思います。青
森側とそれから函館側で50何㎞かだと思う
のですが、金額にすると4,300億位あれば函
館まで新幹線を持ってこれるという状況であ
ります。札幌まで持ってくると１兆5,300億
位かかりこれは莫大な金額になりますから、
函館まで持ってくる分についてはそう大きな
予算がなくてもできるというふうに思ってお
ります。北海道の開発予算というのは大体最
近では8,000億を切っておりますが、ただ大
雑把な試算をすると例えば５年で作るという
ことであれば、５年間北海道の開発事業費の
１割強の予算をそっちへ回すことができれ
ば、理屈の上では可能なわけです。ところが
今色々と議論されておりますが、やはり日本
の中央省庁はタテ割でできておりますから、
開発事業の予算を鉄道の方へ回すというのは
とんでもない、ほとんど不可能に近いという
ふうに言われています。私も実務的にはその
様に思っておりますが、いつまでもタテ割の
仕組みの中で仕事をするには限度がある、
もっと地域の意向が反映された予算になる方
がいいんではないかと思っております。
　今北海道に必要なその社会基盤整備といい
ますと、順序からいうと私は高速道路と新幹
線があればいいんでないかなと、そんな気持
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ちでおります。例えば道路についていうと、北
海道の道路というものはものすごく整備され
ているわけで、人口当たりの道路延長にして
も北海道の方は断然高い。残念ながら面積当
たりの道路延長となると、広い地域ですから
若干見劣りすることになります。一般国道、道
道、市町村道共にいわゆる社会資本の整備と
いう道路の面から見ると、決して全国的には
劣っていない。高速道路が若干落ちているく
らいで、一般国道、道道なんかは全国レベルに
あるといえるかと思います。下水道の普及率
については、低いんだろうと思われる方が多
いかと思いますが、あにはからんや北海道の
下水道の普及率は全国で今４番目です。86％
位の普及率です。１位が東京、２位が神奈川、
ついこの間まで北海道が３番だったんですが、
大阪は面積が小さいですからちょっと普及す
れば普及率がバーンと上がるということで、
大阪が３位でその次が北海道ということであ
ります。典型的なことをお話したんですが、社
会資本整備という中で考えれば、北海道は他
の府県に比べて遅れているということにはな
らないと思っております。
　日高横断道路の建設凍結の問題についてで
ありますが、普通は知事が止めたと言えばそ
れですむのではないか、とマスコミとか評論
家には言われるわけですが、中々これが知事
が止めたと言ってことがすむものでもござい
ません。とりわけ日高横断道路というのは、
建設を始めてから30年位、40年代の半ば位か
ら計画がされていたわけでありますが、最終
的な判断として凍結と致しました。凍結とい
うのは要するに休止でもないし、中止でもな
いし、凍結であります。これはやはり、今ま
で推進するために関わってきた地元の皆さん
がいるわけですが、こういった皆さんの今ま
での努力を考えると、私の一つの判断だけで
これは止めたと言うのは私自身も難しいし、
受けとめる方もそう簡単に割り切れるもので
もないのではないかと、又実際は再開するの
は難しいにしても、しかし今までのことを考
えると凍結にして、そういう時期まで待った
らいいのではないかと判断させて頂きまし
た。その判断の根拠となったのは、わずかあ
と20数㎞なんですが、ここに投入する金がこ
れから約1,000億と試算されていることにあ
ります。地形が急峻なもんですから、大変な
難工事が続きます。従ってしっかりと整備を
すれば、工事期間が35 年位かかるというの
が、私共の試算であります。35 年かかって

1,000億かけてやっとその道路が通れるよう
になるのですが、この財政の難しい時期です
からもっと早く完成させるべきものがあるの
ではないか、そういう所を先にやったらいい
のではないか、そういうふうに説明をさせて
頂きました。これから公共事業は「あれもこ
れも」から「あれかこれか」という選択と集
中の時代に入って、地域の人々が主体的にそ
ういう意見とか考え方を地域としてまとめて
いくということも、大事なことになるのでは
ないかと思っております。限られた予算を地
域のためにどう有効に使うかということは、
霞ヶ関や道庁の札幌が考えるのではなくて、
地元の皆さん方がここよりはここを優先して
ほしいということを、しっかり上げていくこ
とが大事になってくるのではないのかなと
思っております。
　先程も申し上げましたけれども、合わせて
45年間大好きな北海道の仕事をさせて頂く
ことができたのも、多くの皆様に励まされ叱
咤激励して頂いたからこそと、感謝の気持ち
で一杯です。私も時間ができましたので、皆
さん方と一緒に一人の道民としてこの北海道
の将来を考えていきたいと思いますので、今
後共どうか宜しくお願い申し上げたいと思い
ます。

竹田　俊一会員　例会にお招き頂きまして有
難うございました。（砂川ＲＣ会長）
菅原　章二会員　結婚記念日に食事券を頂き
ました。妻と美味しく頂きました。

例会合計　8,000　累計　516,819

【出席報告】■10月 9日（木）
在籍者　111名（病欠２名・免除６名）
出席者　 68名（メイク含む）
欠席者　 35名（出席率　66％）
ゲスト　堀　達也氏（前知事・フェック北海道代表）
ビジター　土山久男第２Ｇガバナー補佐
　坂田憲正会長／芦別ＲＣ他４名
　早坂弘幸会長エレクト／赤平ＲＣ他２名
　竹田俊一会長／砂川ＲＣ他９名
メイクアップ　五十嵐達明会員（苫小牧北ＲＣ）
全員出席テーブル　６番
　※10/30(木)…雑誌委員会担当（会員卓話）
　※11/6(木)…財団担当（ゲスト卓話）


